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総
選
挙
を
ど
う
み
る

先
の
衆
議
院
選
は
、
市
民
連
合
と
４
野
党
が
共
通
政
策
を
掲
げ
、
多
く
の
小
選
挙
区
で
与

党
と
最
後
ま
で
激
し
く
競
い
合
い
、
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
自
民
党
が

安
定
多
数
を
獲
持
し
、
維
新
も
含
め
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
占
め
る
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
が
、
共
闘
の
効
果
が
示
さ
れ
た
総
選
挙
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

自
民
は
共
闘
の
徹
底
を
恐
れ
て
い
る

（
東
工
大
学
教
授

中
山
岳
志
さ
ん
）

野
党
で
候
補
者
を
一
本
化
し
62

選
挙
区
で
与
党
候
補
に
勝
利
し
、
31
の
選
挙
区
で
僅
差
ま

で
追
い
込
み
ま
し
た
。
共
産
党
な
ど
が
支
持
し
た
か
ら
こ
そ
、
当
選
し
た
小
選
挙
区
の
野
党

共
闘
の
候
補
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

小
選
挙
区
で
の
も
と
で
野
党
共
闘
が
あ
っ
た
成
果
で
す
。
い
ま
、
自
公
政
権
が
メ
デ
ィ
ア

を
総
動
員
し
、
野
党
共
闘
批
判
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
も
、
彼
ら
が
い
か
に
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
前
進
を
恐
れ
て
い
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。

惜
敗
率

各
小
選
挙
区
の
「
惜
敗
率
」
。
野
党
候
補
の
票
を
１
０
０
と
し
て
、
与
党
候
補
か
ら
90
％

以
上
に
迫
ら
れ
た
野
党
候
補
は
25
人
が
ぎ
り
ぎ
り
で
勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

逆
に
惜
敗
率
90
％
以
上
で
競
り
負
け
た
の
は
、
33
人
い
ま
す
。
80
％
以
上
だ
と
54
人
で
す
。

八
割
以
上
の
惜
敗
率
と
い
う
の
は
、
次
の
選
挙
で
当
選
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
て
も
野
党
共
闘
は
間
違
い
な
く
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

一
本
化
で
市
民
参
加
進
む

（
法
政
大
学

上
西
充
子
）

メ
デ
ィ
ア
は
勝
敗
だ
け
を
と
ら
え
て
"
野
党
共
闘
は
ダ
メ
だ
っ
た
"
と
報
じ
て
い
ま
す
が
、

政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
は
一
握
り
の
政
治
か
で
は
な
く
、
市
民
で
す
。
み
る
べ
き
は
、
市

民
が
選
挙
に
ど
う
関
わ
っ
た
か
で
す
。
市
民
の
小
さ
な
動
き
を
変
化
の
過
程
と
し
て
注
目
す

べ
き
で
、
政
治
を
変
え
る
動
き
に
加
わ
る
人
が
次
つ
ぎ
生
ま
れ
て
く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
が
呼
び
起
こ
し
た
政
治
に
対
す
る
関
心
は
、
選
挙
が
終
わ
れ
ば
す
ぐ

に
雲
散
霧
消
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
選
挙
に
向
け
て
、
感
心
が
次
の
感
心
を
呼

ぶ
"
連
鎖

"
と
な
っ
て
政
治
を
変
え
て
い
く
は
ず
で
す
。

い
ま
こ
こ
で
市
民
と
野
党
が
共
闘
を
あ
き
ら
め
て
、
も
と
の
バ
ラ
バ
ラ
に
戻
っ
て
し
ま
っ

て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
市
民
と
野
党
が
今
回
ま
い
た
種
は
、
次
の
機
会
に
必
ず
芽
吹
き
ま

す
。

共
闘
の
効
果
が
示
さ
れ
た
総
選
挙

日
本
の
政
治
を
変
え
る
た
め
に
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
豊

か
な
政
策
を
多
く
の
国
民
に
伝
え
、
共
闘
を
前
進
さ
せ
と
り
く
み
が
、
歴
史
的
意
義
の
あ
る

選
挙
で
、
未
来
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

い
の
ち
と
く
ら
し
、
平
和
を
守
る
政
治
を
！

11
，
17

盛
岡
昼
デ
モ

日

時

２
０
２
１
年
11
月
17
日
（

水
）

12
時
20
分
集
合

12
時
25
分
出
発

集
合
場
所盛

岡
市
県
庁
向
か
い
・
内
丸
緑
地
集
合

●
マ
ス
ク
着
用

2
㍍
間
隔
で

普
通
音
量
で

し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル

●
趣
旨
賛
同
す
る
方
は
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

も
り
お
か
歴
史
散
歩

（
北
山
・
寺
町
か
い
わ
い
）

11
月
21
日
（
日
）

９
時
～
12
時

（
浅
沼
ビ
ル
前
９
時
集
合
）

主

催

い
わ
て
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ
の
食
材
品
の
提
供

12
月
４
日
ま
で
に
盛
岡
労
連
事
務
所
に

今
回
は
食
品
だ
け
で
な
く

カ
ン
パ
も
お
願
い
し
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

第
22
回
定
期
大
会

２
０
２
２
年
１
月
末
に
開
催
予
定
。

コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
て
い
た
ら
対
面
で
の
会

議
と
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
会
食
を
し
た
い
。

２
０
２
１
年
10
月
福

島
県
で
は
初
の
震
災
遺
構
。

津
波
被
災
と
原
発
事
故
、

地
域
の
記
憶
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
福
島
・
浪
江

の
請
戸
小
が
震
災
遺
構
と

し
て
整
備
公
開
。
東
日
本

大
震
災
、
東
京
電
力
福
島

第
1
原
発
事
故
の
被
害
と

教
訓
を
伝
え
る
震
災
遺
構

と
な
っ
た
福
島
県
浪
江
町

立
請
戸
小
は
24
日
開
館
し
、

一
般
公
開
が
始
ま
っ
た
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、

沿
岸
か
ら
約
３
０
０
メ
ー

ト
ル
内
陸
に
あ
る
請
戸
小

は
高
さ
約
15
メ
ー
ト
ル
の

津
波
に
襲
わ
れ
、
同
小
は
、

津
波
で
２
階
床
付
近
ま
で

浸
水
し
た
。
児
童
93
人
は

教
員
の
判
断
で
高
台
に
避

難
し
無
事
だ
っ
た
が
、
請

戸
地
区
の
１
５
４
人
が
犠

牲
と
な
っ
た
。
同
地
区
は
、

福
島
第
1
原
発
の
北
５
キ

ロ
に
位
置
し
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
発
事
故
で
２

０
１
７
年
３
月
ま
で
立
ち

入
り
が
制
限
さ
れ
た
。
６

年
に
わ
た
り
避
難
指
示
を

受
け
、
再
開
し
な
い
ま
ま

今
年
4
月
に
閉
校
し
た
。

町
は
国
の
交
付
金
な
ど

で
校
舎
を
整
備
。
１
階
部

分
は
、
曲
が
っ
た
窓
枠
や

剥
が
れ
落
ち
た
天
井
、
津

波
到
達
時
刻
か
ら
止
ま
っ

た
ま
ま
の
時
計
な
ど
、
壁

が
崩
れ
た
教
室
や
、
配
線

が
む
き
出
し
と
な
り
垂
れ

下
が
っ
た
蛍
光
灯
な
ど
可

能
な
限
り
当
時
の
被
災
の

爪
痕
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
る
。

２
階
の
教
室
に
は
、
地

区
へ
の
立
ち
入
り
が
一
時

的
に
許
可
さ
れ
た
際
に
卒

業
生
ら
が
「
請
戸
は
永
遠

な
り
」
「
が
ん
ば
っ
ぺ
請

戸
！
」
。
捜
索
に
入
っ
た

陸
上
自
衛
隊
員
や
一
時
帰

宅
し
た
住
民
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
と
書
き
込
ん
だ
黒

板
が
設
置
さ
れ
た
。
震
災

前
の
町
並
み
を
復
元
し
た

模
型
を
展
示
。
請
戸
地
区

で
生
活
し
て
い
た
住
民
ら

が
被
災
体
験
を
語
る
映
像

も
流
す
。

こ
の
ほ
か
、
小
学
校
の

歴
史
を
紹
介
す
る
管
理
棟

や
、
当
時
校
舎
に
い
た
児

童
ら
95
人
の
避
難
の
経
過

が
描
か
れ
た
絵
本
「
請
戸

小
学
校
物
語
」
を
使
っ
て

被
災
状
況
を
説
明
す
る
パ

ネ
ル
も
整
備
し
た
。

原
発
事
故
で
全
町
避
難

と
な
っ
た
た
め
、
93
人
の

子
ど
も
た
ち
は
、
散
り
散

り
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら

10
年
、
幼
い
頃
を
過
ご
し

た
か
つ
て
の
母
校
が
残
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
今
、

子
ど
も
た
ち
は
、
故
郷
を
、

そ
し
て
、
故
郷
か
ら
離
れ

て
暮
ら
し
た
日
々
を
ど
う

振
り
返
る
の
か
。
当
時
の

１
年
生
、
５
年
生
、
６
年

生
の
３
組
の
同
級
生
た
ち

が
胸
に
秘
め
て
き
た
思
い

を
語
り
合
う
。

開
館
記
念
式
典
で
、
当

時
、
同
校
６
年
だ
っ
た
横

山
和
佳
奈
さ
ん
（
23
）
は

「
ど
ん
な
姿
で
も
残
っ
て

く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
訴

え
た町

教
育
委
員
会
の
玉
川

宏
美
副
主
査
は
「
津
波
が

ど
れ
だ
け
の
脅
威
か
、
実

際
に
目
で
見
て
肌
で
感
じ

て
も
ら
い
た
い
。
多
く
の

人
に
思
い
出
し
て
も
ら
い
、

後
世
に
も
伝
え
ら
れ
る
施

設
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
卒

業
生
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
に
な
れ
ば
」
と

話
し
た
。

ネ
ッ
ト
よ
り

原発ゼロNO 127
福島県では初の震災遺構コロナ危機から命を守る（医学博士岡田晴恵）

第６波への備えをしっかりしつつ気持ちは明るく前向きに

１にも２にも換気が大事 宿泊・自宅療養の備えも

―今必要な備えは。

新型コロナの感染者数は第１波から５波まで、上がっ

たり下がったりを繰り返しています。しかもその波は色々

違う変異株です。今のデルタ株は従来株より感染力が強

く、米疾病対策センター（CDC）は感染者一人が８～９

人にエアゾル感染させるといいます。

咳やくしゃみで出る飛沫が乾燥して小さな粒子になり、

空気中に浮遊するのがエアゾル。冬は空気が乾燥してエ

アゾルになりやすいのです。しかも冬に向けて、デルタ

株よりもっと感染力の進んだ株が出てくる可能性もあり

ます。

手洗いもマスクも必要ですが、ウイルスはマスクの隙

間を出入りし、吸い込むとすぐに細胞の中に入ってしま

います。だから吸い込まないように換気が大事です。

―早期にワクチン接種した人のワクチン効果は、今冬も有

効でしょうか。

MRNAワクチンは細胞性免疫と液性免疫の二つが誘導で

きます。私たちが見るのは、液体免疫の抗体価です。こ

れは時間が経てば落ちますが、ゼロになるわけではない。

重症化阻止はできるのではないか、実際は冬にならない

とわからない。

精神的にきつい程人とのつながりが大事

―コロナ禍の長期化は、気持ちも疲弊させます。

「気持ちを明るくすると、免疫力アップになる」感染

予防しながらもコロナにとらわれずに、気持ちは明るく

保っていたい。

食物はすごく大事。野菜や納豆、きのこ類、たんぱく

質など免疫アップの食材をとり、バランスよくしっかり

食べる。運動も睡眠も大切です。

感染症は「お互い様」です。感染させたい人も感染し

たい人もいない。病気を『治す』と言いますが、病気を

『治す』とは完治です。重症化させないように宥める、

でもまた病む。その繰り返しを乗り切っていける程度に

感染を抑えるのがワクチンや薬、医療です。医療は「癒

し」なのです。

苦しんで亡くなった人を忘れてはいけない

―近年、感染症パンデミックの発生頻度が高まっていると指摘

があります。

対処方法は積極的な検査です。今回、国はPCR検査を

増やさず、「３７・５度以上の発熱が４日間続いたら医

療機関に受診を」としたため軽症や無症状の人が感染を

広げた。私は、当初から早期の検査と治療が大事言って

きた。医療の確保と、国が普段から新しいウイルスが出

ないか『サーベイランス（監視）』することが大事です。

自宅でハーシス（陽性者がスマホやパソコンで健康状態

を入力し、医療と共有するシステム）に「苦しい、苦し

い、苦しい」と入力しながら亡くなった人がいることを

私たちは忘れてはいけない。

人間が健康に生きて行く為に１５７
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幸
せ
の
松
川
ル
ー
ト
、
憧

れ
の
裏
岩
手
縦
走

森
美
智
子

三
ツ
石
山
は
年
毎
に

紅
葉
が
人
気
を
増
し
、

網
張
か
ら
だ
と
駐
車
場

か
ら
ゲ
ー
ト
へ
、
更
に

舗
装
道
路
を
延
々
と
歩

く
の
が
つ
ら
か
っ
た
私

に
は
松
川
ル
ー
ト
は
期

待
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

登
り
始
め
は
少
し
急
で

し
た
が
、
ジ
ョ
イ
フ
ル

だ
け
で
静
か
に
進
み
、

山
荘
も
時
間
が
早
い
の

で
噂
の
混
雑
も
あ
り
ま

せ
ん
。
紅
葉
は
ピ
ー
ク

を
過
ぎ
た
も
の
の
充
分

に
美
し
く
、
三
ツ
石
山

頂
上
か
ら
北
へ
進
む
ル
ー

ト
は
い
つ
も
歩
い
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
道

で
し
た
。
テ
イ
子
さ
ん

の
お
気
に
入
り
と
か
、

ご
一
緒
し
た
か
っ
た
で

す
。
前
を
見
て
も
、
振

り
返
っ
て
も
展
望
が
あ

り
、
刻
々
変
わ
る
景
色

は
台
風
接
近
の
風
に
も

曇
ら
さ
れ
ず
、
幸
せ
な

道
行
で
し
た
。
小
畚
か

ら
大
深
岳
は
向
か
い
合

う
山
が
く
っ
き
り
見
え

て
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
休

憩
後
か
ら
の
尾
根
歩
き

は
左
右
に
連
峰
が
見
渡

せ
て
天
上
を
歩
く
気
分
、

台
風
通
過
後
の
晴
天
で

全
て
が
輝
き
を
増
し
、

源
太
ヶ
岳
で
岩
手
山
に

相
対
し
た
時
は
ラ
イ
オ

ン
キ
ン
グ
の
崖
上
の
シ
ー

ン
み
た
い
で
し
た
。

２
日
目
の
縦
走
は
前

か
ら
行
っ
て
み
た
か
っ

た
コ
ー
ス
で
、
２
日
続

け
て
歩
く
の
が
不
安
な

私
に
妙
子
さ
ん
が
温

泉
に
入
れ
ば
大
丈
夫

と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
足
は
回
復
し
た

の
で
す
が
、
何
と
前

日
の
夕
方
の
虫
さ
さ

れ
で
左
瞼
が
腫
れ
上

が
り
、
皆
さ
ん
の
介

抱
も
む
な
し
く
片
目

状
態
で
、
ま
ぶ
し
い

朝
日
に
向
か
っ
て
伏

し
目
に
歩
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
畚
岳

は
軽
い
登
り
で
八
幡
平

を
３
６
０
度
目
に
収
め
、

諸
桧
岳
も
嶮
岨
森
も
進

む
道
が
見
え
、
頂
上
で

は
南
北
に
姿
を
見
せ
る

山
を
あ
れ
こ
れ
確
か
め

な
が
ら
進
み
ま
す
。
顎

を
上
げ
な
い
と
見
渡
せ

な
い
私
は
後
で
確
か
め

よ
う
と
せ
っ
せ
と
記
録

撮
影
に
励
み
ま
し
た
。

大
深
山
荘
に
無
事
到
着

し
て
、
昼
食
後
は
前
日

の
コ
ー
ス
に
並
行
す
る

湿
地
を
通
り
、
松
川
に

降
り
ま
し
た
。
こ
こ
は

花
の
シ
ー
ズ
ン
に
も
う

一
度
行
っ
て
み
た
い
所

で
す
が
、
全
体
に
体
力

と
機
会
が
あ
れ
ば
何
度

で
も
歩
い
て
み
た
い
素

晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で
し

た
。

無
人
の
山
小
屋
を
去

る
時
に
掃
除
を
す
る
、

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
を
持
っ

て
上
が
る
こ
と
、
他
人

が
落
と
し
た
ゴ
ミ
も
拾
っ

て
あ
げ
る
等
、
妙
子
さ

ん
に
教
わ
っ
た
山
へ
の

気
遣
い
を
次
は
少
し
で

も
自
分
も
で
き
る
よ
う

に
精
進
し
た
い
で
す
。

１
日
目
は
松
川
か
ら

三
ツ
石
、
小
畚
、
大
深

岳
、
源
太
ケ
岳
、
松
川

下
山
、
八
幡
平
ハ
イ
ツ

で
楽
し
く
美
味
し
い
料

理
や
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で

泊
ま
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
八
幡
平
ハ

イ
ツ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
送
っ
て
も
ら
い
畚
岳

か
ら
の
裏
岩
手
縦
走
。

松
川
に
下
山
八
幡
平
ハ

イ
ツ
の
バ
ス
が
迎
え
来

て
く
れ
ま
し
た
八
幡
平

ハ
イ
ツ
で
入
浴
、
疲
れ

を
取
っ
て
帰
っ
て
き
ま

し
た
大
満
足
の
２
日
間

で
あ
り
ま
し
た
。

裏
岩
手
縦
走
コ
ー
ス

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ド
ロ
ー
ン

撮
影
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

番
組
で
紹
介
し
、
全
国

的
に
有
名
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
裏
岩

手
縦
走
コ
ー
ス
は
毎
年

で
も
歩
き
た
い
コ
ー
ス

で
、
春
夏
秋
冬
い
つ
で

も
Ｏ
Ｋ
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
ぜ
ひ
行
き
た

い
も
の
で
す
。

東
日
本
本
部

三
浦
委
員
長
挨
拶

岸
田
新
首
相
の
所
信
表

明
で
中
身
は
安
倍
・
菅
政

権
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

コ

ロ
ナ

の

状
況

は

、

「
保
険
所
の
削
減
や
保
健

所
の
削
減
や
医
療
費
の
切

り
捨
て
、
こ
れ
が
国
民
の

命
と
財
産
を
奪
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
75
歳
以
上
の
医

療
費
の
２
倍
化
、
病
院
ベ
ッ

ト
も
削
減
、
大
事
な
と
こ

ろ
を
切
り
捨
て
、
感
染
し

た
ら
自
己
責
任
、
自
宅
療

養
で
頑
張
れ
、
こ
ん
な
政

治
が
資
本
主
義
の
根
底
か

ら
出
て
い
る
。

各
Ｊ
Ｒ
会
社
の
関
係
。

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
鉄

道
業
務
の
見
直
し
の
中
、

労
働
者
の
働
く
環
境
を
大

き
く
変
え
、
一
人
で
何
人

分
も
の
作
業
の
押
し
付
け

の
危
険
性
が
あ
る
。
」

貨

物
に
お
い
て
は

、

「
コ
ロ
ナ
の
中
で
物
資
の

輸
送
、
日
本
の
根
幹
を
支

え
て
い
る
。
こ
の
労
働
者

の
待
遇
改
善
を
進
め
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
役
割
を
全
国

に
知
ら
せ
て
、
人
事
賃
金

制
度
の
矛
盾
を
辞
め
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
」

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は

「
作
業
手
当
の
廃
止
が
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

団
体
交
渉
と
職
場
の
声
を

背
景
に
た
た
か
い

構
築

し
て
い
く
」

代
議
員
の
発
言

宮
城
地
本
大
江
代
議
員

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
新
賃
金
制

度
で
、
定
期
昇
給
額
が
６

０
０
０
円
か
ら
４
０
０
０

円
に
下
が
り
、
一
般
乗
務

員
の
等
級
だ
と
、
そ
の
職

歴
が
25
年
で
さ
ら
に
40
％

カ
ッ
ト
で
２
４
０
０
円
に
。

組
合
で
は
等
級
試
験
を
受

験
を
目
指
す
様
に
指
導
し

て
い
る
。

関
連
会
社
65

歳
以
上
で

組
合
員
が
働
い
て
い
る
。

労
働
条
件
改
善
を
交
渉
し
、

10
月
か
ら
の
最
賃
賃
金
制

度
の
改
正
が
あ
り
、
賃
金

ア
ッ
プ
を
さ
せ
る
。

東
京
地
本
相
馬
代
議
員

ア
ク
セ
ツ
の
組
織
拡
大

に
大
変
力
強
く
感
じ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
す
ご

い
ス
ピ
ー
ド
で
合
理
化
を

進
め
て
い
る
。
「
乗
務
員

の
業
務
等
の
見
直
し
」
、

車
両
基
地
の
統
廃
合
。
東

日
本
の
中
で
は
、
運
転
士

と
車
掌
と
い
う
職
名
は
無

く
な
り
、
乗
務
係
と
い
う

職
名
に
な
っ
た
。
職
名
を

な
く
し
色
々
な
業
務
就
か

せ
ら
れ
る
。
一
つ
の
職
場

で
勤
務
す
る
の
で
な
く
、

東
京
支
社
な
ら
支
社
の
中

で
総
括
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、

そ
こ
で
一
括
し
て
、
営
業

や
運
転
も
や
る
。
そ
の
他

の
仕
事
も
や
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。
交
渉
で
追

求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

千
葉
地
本
相
木
代
議
員

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
２
年

連
続
の
赤
字
回
避
が
至
上

命
令
で
、
さ
ら
な
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
が
職
場
で
広
が
っ

て
い
る
。

賃
金
の
関
係
で
は
、
２

年
連
続
の
赤
字
と
い
う
こ

と
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
一

時
金
も
低
下
し
て
、
確
実

に
労
働
者
の
収
入
か
減
っ

て
い
る
。
賃
金
は
、
業
績

の
配
分
で
は
な
く
、
生
計

費
原
則
だ
と
い
う
建
交
労

の
出
番
だ
。

労
働
組
合
の
加
入
率
が
、

２
割
強
と
い
う
状
況
の
中

で
、
職
場
の
外
か
ら
会
社

告
発
と
い
う
取
り
組
み
が

必
要
だ
。

東
京
地
本
川
上
代
議
員
・

東
京
代
議
員
石
川
代
議

員
・
神
奈
川
地
本
小
野

代
議
員
・
岩
手
地
本
須

藤
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

下
山
書
記
長
総
括

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、

対
面
で
集
ま
り
で
、
励
ま

し
合
い
元
気
に
な
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、
新
人
事

制
度
で
組
合
が
指
摘
し
て

き
た
通
だ
。
成
果
主
義
を

打
ち
出
す
会
社
と
対
峙
し
、

制
度
改
善
、
最
賃
違
法
行

為
を
改
善
の
取
り
組
み
を

す
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
働
き
方

改
革
と
乗
務
員
の
乗
務
等

の
改
善
と
い
ろ
い
ろ
攻
撃

が
あ
る
。
我
々
の
雇
用
は

守
ら
れ
て
い
る
か
、
総
括

セ
ン
タ
ー
や
営
業
総
括
セ

ン
タ
ー
発
足
の
意
味
は
何

か
を
追
求
し
て
い
く
。

ま
ず
は
健
康
を
第
一
に

自
分
の
職
場
と
家
族
並
び

に
組
合
の
皆
さ
ん
と
の
絆

を
深
め
合
い
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

建
交
労
鉄
道
東
日
本
本
部
第
23
回
定
期
大
会

10
月
９
日
鉄
道
東
日
本
本
部
は
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
第

23
回
の
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の

長
距
離
の
移
動
、
そ
し
て
、
高
年
齢
等
の
事
情
も
あ
り
、
一
部
代
議
員
の
欠

席
も
あ
り
ま
し
た
が
、
活
発
な
討
議
で
一
年
間
の
た
た
か
う
方
針
を
確
立
し
、

団
結
と
意
思
統
一
を
深
め
、
第
23
回
定
期
大
会
は
成
功
を
勝
ち
と
り
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
は
、
埼
玉
地
本
の
寿
崎
代
議
員
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

裏
岩
手
の
２
日
間
天
候
は
恵
ま
れ

最
高
の
山
行
で
し
た

佐
藤
孝
吉

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
28

選
挙
が
近
い

嘘
と
ご
ま
か
し
を
次
々
と
重
ね

日
本
を
貶
め
た
自
公
の
政
治

自
民
の
新
総
裁
も

こ
れ
ま
で
の
嘘
ご
ま
か
し
に
蓋
を
し
た
ま
ま

ア
ベ
・
ス
ゲ
路
線
の
続
き
を
走
る

モ
リ
・
カ
ケ
・
桜
を
見
る
会
は
裁
判
所
任
せ

中
に
は
し
っ
か
り
し
た
裁
判
官
も
い
る
が

裁
判
所
は
政
治
の
逃
げ
道

今
度
の
選
挙
で
問
わ
れ
る
の
は

我
々
の
知
性
・
理
性
・
感
性

皆
で
よ
く
考
え
て
選
挙
に
行
こ
う

井
上

駿

え
っ
！
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
！
と
怒
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
10
月

に
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
熊

本
県
に
行
っ
て
き
た
。

と
い
っ
て
も
、
彼
が
主

演
の
映
画
「
ミ
ナ
マ
タ
」

を
観
た
盛
岡
の
映
画
館

内
で
の
で
き
ご
と
だ
。

映
画
は
と
て
も
す
ば
ら

し
か
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト

で
拝
聴
し
た
彼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
良
か
っ
た
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内

容
だ
っ
た
。

「
私
た
ち
は
交
通
事
故

を
目
に
す
る
と
、
現
場

を
通
り
過
ぎ
る
時
に
減

速
し
、
何
が
あ
っ
た
か

を
見
ま
す
。
悲
惨
な
現

場
を
見
て
確
認
し
た
い

の
で
す
。
そ
こ
に
は
あ

る
種
の
、
確
か
め
た
い

と
い
う
奇
妙
な
欲
求
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

悲
惨
な
事
故
の
目
撃
者

に
な
る
の
で
す
」
「
そ

う
い
っ
た
事
故
を
見
る

の
で
あ
れ
ば
、
も
う
少

し
遠
い
と
こ
ろ
に
目
を

向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
、
一
歩
先
へ

の
視
野
を
広
げ
、
人
の

力
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

立
ち
上
が
っ
て
」

20

年

以

上
前

に
映

画

「
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ブ
レ

イ
ク
」
で
最
初
に
知
っ

た
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

（
そ
の
前
に
「
プ
ラ
ト
ー

ン
」
に
出
演
し
て
い
た

よ
う
だ
が
覚
え
て
い
な

い
）
。
あ
の
少
年
も
筋

が
入
り
ず
い
ぶ
ん
成
長

し
た
も
ん
だ
。
ぼ
ん
く

ら
の
小
生
も
、
生
き
方

を
軌
道
修
正
し
な
け
れ

ば
。

11
月
の
た
わ
ご
と

細
川
忠
雄

松
川
か
ら
三
ツ
石
・小
畚
・
源
太
か
ら
松
川

畚
か
ら
県
岨
森
を
通
り
大
深
山
荘
裏
岩
手
縦
走

三ツ石山頂上

紅葉のトンネル

険阻森からの尾根歩き

Ｊ
Ｒ
貨
物
・
第
１
回
年
末
一
時
金
交
渉

会
社
は
、
「
昨
年
の
水
準
（
1.6
箇
月
）
を
上
回

る
よ
う
に
検
討
」
と
低
水
準
の
考
え
を
示
す

会
社
の
考
え
方
に
つ
い
て
組
合
は
、
一
時
金
は

社
員
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
年
間
生
計
費
で

あ
る
。
月
々
の
給
料
で
は
生
活
は
厳
し
く
な
る

一
方
で
あ
り
、
一
時
金
が
生
活
に
欠
か
さ
な
い

生
活
給
と
な
っ
て
い
る
。
物
価
が
上
が
っ
て
お

り
、
生
活
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
社
員
が
納
得
で
き
る
回
答
を
求
め
た
。


